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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成28年4月28日(2016.4.28)

【公開番号】特開2015-151304(P2015-151304A)
【公開日】平成27年8月24日(2015.8.24)
【年通号数】公開・登録公報2015-053
【出願番号】特願2014-26628(P2014-26628)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｇ  23/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｇ   23/00     　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｊ    3/00     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月9日(2016.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｓｒ含有水溶液とＴｉ含有水溶液をそれぞれ調製する工程Ａ１と、
　前記Ｓｒ含有水溶液と、前記Ｔｉ含有水溶液とを混合して混合溶液を調製する工程Ｂ１
と、
　該混合溶液中に塩基性化合物を加えて前記混合溶液を塩基性に調整して反応液を調製す
る工程Ｃ１と、
　該反応液を３５０℃以上の亜臨界反応又は超臨界反応させる工程Ｄ１と、
　該工程Ｄ１を実施する前に、金属元素を含まない有機塩基性化合物と、カルボキシル基
を有する両親媒性化合物とを前記Ｓｒ含有水溶液，前記Ｔｉ含有水溶液，前記混合溶液，
又は前記反応液に加える工程Ｅ１とを有し、
　該工程Ｄ１で用いる前記反応液のｐＨが１０超であるチタン酸ストロンチウム微粒子の
製造方法。
【請求項２】
　前記工程Ｄ１を実施する前に塩基性物質又酸性物質を前記Ｓｒ含有水溶液，前記Ｔｉ含
有水溶液，前記混合溶液，又は前記反応液に加える工程Ｆ１を有する請求項１記載のチタ
ン酸ストロンチウム微粒子の製造方法。
【請求項３】
　前記工程Ｄ１で用いる前記反応液のｐＨが１１以上である請求項１記載のチタン酸スト
ロンチウム微粒子の製造方法。
【請求項４】
　Ｓｒ含有水溶液とＴｉ含有水溶液をそれぞれ調製する工程Ａ１と、
　前記Ｓｒ含有水溶液と、前記Ｔｉ含有水溶液とを混合して混合溶液を調製する工程（Ｂ
１）と、
　該混合溶液中に塩基性化合物を加えて前記混合溶液を塩基性に調整して反応液を調製す
る工程Ｃ１と、
　該反応液を亜臨界反応又は超臨界反応させる工程Ｄ１と、
　該工程Ｄ１を実施する前に、金属元素を含まない有機塩基性化合物と、カルボキシル基
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を有する両親媒性化合物とを前記Ｓｒ含有水溶液，前記Ｔｉ含有水溶液，前記混合溶液，
又は前記反応液に加える工程Ｅ１とを有し、
　前記工程Ｃ１において、前記塩基性化合物の電離度が０．８以上であり、
　前記工程Ｄ１で用いる前記反応液の前記塩基性化合物の濃度が０．６０mol/l以上であ
るチタン酸ストロンチウム微粒子の製造方法。
【請求項５】
　前記工程Ｄ１で用いる前記反応液の前記塩基性化合物の濃度が０．７０mol/l以上であ
る請求項４記載のチタン酸ストロンチウム微粒子の製造方法。
【請求項６】
　前記両親媒性化合物が炭素数２以上２０以下の有機酸である請求項１～５いずれか１項
記載のチタン酸ストロンチウム微粒子の製造方法。
【請求項７】
　前記両親媒性化合物が炭素数１０以上２０以下の有機酸である請求項６記載のチタン酸
ストロンチウム微粒子の製造方法。
【請求項８】
　前記両親媒性化合物が、オレイン酸，デカン酸，ラウリン酸，ウンデセン酸，リノール
酸、及びリノレン酸のうち少なくとも１種である請求項７記載のチタン酸ストロンチウム
微粒子の製造方法。
【請求項９】
　前記有機塩基性化合物が、アミン化合物，アンモニア，ヒドラジン，及びこれらの誘導
体のうち少なくとも１種である請求項１～８いずれか１項記載のチタン酸ストロンチウム
微粒子の製造方法。
【請求項１０】
　前記有機塩基性化合物が、ヒドラジン，ヒドラジン１水和物，オレイルアミン，及びヒ
ドラジン誘導体のうち少なくとも１種である請求項９記載のチタン酸ストロンチウム微粒
子の製造方法。
【請求項１１】
　前記両親媒性化合物が、オレイン酸であり、前記有機塩基性化合物が、ヒドラジンであ
る請求項１～８いずれか記載のチタン酸ストロンチウム微粒子の製造方法。
【請求項１２】
　前記工程Ｄ１で用いる前記反応液中において、前記Ｔｉのモル数Ｘと、前記両親媒性化
合物のモル数Ｙと、前記有機塩基性化合物のモル数Ｚが、
０＜Ｙ／Ｘ≦６及び０≦Ｚ／Ｘ≦８を満足する
請求項１～１１いずれか１項記載のチタン酸ストロンチウム微粒子の製造方法。
【請求項１３】
　前記Ｘと前記Ｙと前記Ｚが、１≦Ｙ／Ｘ≦４を更に満足する請求項１２記載のチタン酸
ストロンチウム微粒子の製造方法。
【請求項１４】
　前記Ｘと前記Ｙと前記Ｚが、０≦Ｚ／Ｘ≦４を更に満足する請求項１３記載のチタン酸
ストロンチウム微粒子の製造方法。
【請求項１５】
　前記工程Ｄ１で用いる前記反応液中において、Ｔｉ成分の濃度が０．１ｍｍｏｌ／Ｌ以
上２０ｍｏｌ／Ｌ以下である請求項１～１４いずれか１項記載のチタン酸ストロンチウム
微粒子の製造方法。
【請求項１６】
　前記工程Ｂ１において、ＳｒとＴｉのモル比Ｓｒ／Ｔｉが１以上となるように前記混合
溶液を調製する請求項１～１５いずれか１項記載のチタン酸ストロンチウム微粒子の製造
方法。
【請求項１７】
　前記工程Ｂ１において、Ｔｉ成分の主成分としてルチル型ＴｉＯ２を含んでいない前記
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Ｔｉ含有水溶液を用いる請求項１～１６いずれか１項記載のチタン酸ストロンチウム粒子
の製造方法。
【請求項１８】
　前記工程Ａ１において、前記Ｓｒ含有水溶液が、ストロンチウムの酢酸塩、又は水酸化
物もしくは硝酸塩を水に溶解させてなるものである請求項１～１７いずれか１項記載のチ
タン酸ストロンチウム微粒子の製造方法。
【請求項１９】
　前記工程Ｄ１で用いる前記反応液は、Ｔｉ（ＯＨ）４及び／又はＨＴｉＯ３

－イオンを
Ｔｉ成分の主成分として含んでなる請求項１～１８いずれか１項記載のチタン酸ストロン
チウム微粒子の製造方法。
【請求項２０】
　前記工程Ａ１において、前記Ｔｉ含有水溶液として四塩化チタン水溶液を調製する請求
項１～１９いずれか１項記載のチタン酸ストロンチウム微粒子の製造方法。
【請求項２１】
　前記工程Ｃ１において、前記塩基性化合物が、水酸化ナトリウム又は水酸化カリウムで
ある請求項１～２０いずれか１項記載のチタン酸ストロンチウム微粒子の製造方法。
【請求項２２】
　前記工程Ｃ１において、前記調整中に発生する固形物を粉砕する請求項１～２１いずれ
か１項記載のチタン酸ストロンチウム微粒子の製造方法。
【請求項２３】
　前記工程Ｄ１において、前記亜臨界反応又は前記超臨界反応における反応温度の保持時
間が１０分以内である請求項1～２２いずれか1項記載のチタン酸ストロンチウム微粒子の
製造方法。
【請求項２４】
　請求項1～２３いずれか１項記載のチタン酸ストロンチウム微粒子の製造方法により製
造されてなり、形状が立方体若しくは直方体であるチタン酸ストロンチウム微粒子。
【請求項２５】
　前記立方体若しくは直方体の表面に露出されている結晶面は、８５％以上が｛１００｝
面である請求項２４記載のチタン酸ストロンチウム微粒子。
【請求項２６】
　前記立方体若しくは直方体の１辺の長さが、１０ｎｍ以上５００ｎｍ以下である請求項
２４又は２５いずれか１項記載のチタン酸ストロンチウム微粒子。
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